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10 月 21 日～ 12 月５日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

橋場　政一	 ♡	 小倉　彩香	 東　町

●お誕生おめでとうございます

田渕　 蒼
そ う ま

真	（優希	 いずみ)	 中央町

京谷　 凪
な ぎ

輝	（敬太	 温美 )	 中央町

久道　 香
か づ き

月	（英和	 　萌 )	 大狩部

●おくやみ申し上げます

五十嵐　孝雄	 ７２歳	 北星町

湯浅　キヨ子	 ８７歳	 共　栄

加 藤 　 梅 之	 ９７歳	 共　栄

丸 本 　 ト シ	 ８８歳	 北星町

鈴 木 　 幸 子	 ８１歳	 東　町

米 沢 　 保 春	 ８７歳	 緑　丘

木 村 　 修 二	 ６９歳	 節婦町

●お問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係

　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

広
報
に
い
か
っ
ぷ

人の

うごき

人　口	 5,571 人	 （前月比	 －	 ６人）

　男	 2,736 人	 （前月比		  ０人）

　女	 2,835 人	 （前月比	 －	 ６人）

世 帯	 2,762 世帯	 （前月比	 ＋	 ８世帯）
（平成 30 年 11 月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 23件（ 21件）

282件（243件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（０人）

５人（４人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（０件）

１件（３件）

発生件数

０件（０件）

４件（３件）

区　分

11月

30年１～11月

区　分

11月

30年１～11月

「冬道での交通事故防止」
　○天候・路面状況に応じた運転を　○スピードダウンと慎重な運転を

　○「急」のつく運転操作は危険　　 ○シートベルトの全席着用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　静内警察署

パパ　　　　ママ

戸  籍  の  窓

平
成
30
年
12
月
・
31
年
１
月
号（
通
巻
629
号
）
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「
ホ
タ
ル
の
自
然
誌
」
（
要
約
文
）

　

夏
の
風
物
詩
と
し
て
知
ら
れ
る
ホ
タ
ル
。
か
つ

て
町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
湿
地
や
沼
に
見
ら
れ

た
と
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど

そ
の
姿
を
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
に
生
息
す
る
ホ
タ
ル
は
33
種
２
亜
種
で
あ

り
、
道
内
に
は
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
（
ホ
タ
ル
亜
科
）
、

カ
タ
ア
カ
ホ
タ
ル
モ
ド
キ
（
ホ
タ
ル
モ
ド
キ
亜

科
）
、
オ
バ
ボ
タ
ル
（
オ
バ
ボ
タ
ル
亜
科
）
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
記
述
す
る
種
類
は
一
般

に
知
ら
れ
て
い
る
発
光
す
る
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

○
発
生
時
期
：
気
候
に
よ
っ
て
多
少
の
差
が
あ
り

ま
す
が
７
月
上
旬
か
ら
８
月
中
旬
頃
と
い
え
ま
す
。

○
生
息
場
所
：
主
と
し
て
湿
地
、
水
田
、
小
川
（
川

幅
１
～
２
メ
ー
ト
ル
前
後
）
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

生
息
数
は
数
匹
か
ら
数
十
匹
の
場
合
が
あ
り
、
環

境
に
よ
っ
て
大
き
な
差
を
生
じ
て
い
ま
す
。
か
つ

て
は
、
新
冠
町
内
全
域
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

○
ホ
タ
ル
の
発
光
：
ホ
タ
ル
が
発
光
す
る
の
は
夜

間
だ
け
で
、
日
没
の
午
後
７
時
30
分
頃
か
ら
翌
日

の
午
前
３
時
頃
ま
で
で
す
。
昼
の
問
は
草
の
根
元

に
か
く
れ
て
お
り
、
夜
に
な
る
と
葉
の
上
に
登
っ

て
き
ま
す
。
発
光
す
る
理
由
は
、
オ
ス
と
メ
ス
の

配
偶
行
動
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
ホ
タ
ル
の
寿
命
：
野
外
で
の
観
察
で
は
不
明
で

す
が
、
飼
育
に
よ
る
と
成
虫
の
段
階
は
約
２
週
間
、

幼
虫
の
段
階
は
１
～
２
年
と
言
え
ま
す
。

　

な
ぜ
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。
一
般
に
は
農
薬
が
原
因
で
あ
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
河
川
改
修
な
ど
に
よ
る
護

岸
工
事
の
た
め
環
境
が
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
も

大
き
な
要
因
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
水
田
内

で
は
、
農
業
機
械
に
よ
る
土
壌
の
圧
迫
な
ど
も
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
ど
の
よ
う
に
保
護
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
き
る
こ
と
は
、

生
息
し
て
い
る
場
所
を
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
保
護

し
て
い
く
こ
と
。
ま
た
、
人
為
的
に
ホ
タ
ル
の
幼

虫
を
放
流
し
て
い
く
こ
と
、
環
境
を
作
っ
て
や
る

こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

＊
追
記
：
昭
和
60
年
代
、
郷
土
資
料
館
で
は
、
新

冠
町
内
ど
こ
に
で
も
ホ
タ
ル
が
飛
ん
で
い
た
頃
を

復
活
さ
せ
よ
う
と
、「
ホ

タ
ル
の
里
づ
く
り
」
を
し

て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
一
時
、
観
察
会
が
開

け
る
ほ
ど
繁
殖
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
は
減
少
し
た

よ
う
で
す
。
し
か
し
実

は
、
現
在
で
も
新
冠
町
内

で
ホ
タ
ル
を
見
か
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ホ
タ
ル

を
発
見
し
た
時
は
つ
か
ま

え
ず
、
そ
っ
と
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

成虫のホタル


